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論文審査結果の要旨 
 
人間の学習においては、学習内容を精緻化することが重要であることを示した研究は多い。そ
れに対して近年、学んだことを思い出す活動（Retrieval Practice）の有効性が指摘され、そう
した活動を取り入れた学習法の効果が実証されてきている。しかしながら、このような学習法が
従来の精緻化型の学習法と比べて、どのような場面でどのような学習者にどのような点で有効性
を発揮しうるのか、また、なぜそのような効果が生じるのかについては十分に明らかになってい
ない。本研究は、こうした記憶検索型の学習法の有効性に関して実験的検討を重ねたものであり、
全編 7章からなる。 
第 1 章においては、背景となる先行研究の概説および理論的枠組みの検討が行われ、本研究の
目的および指針を述べている。 
第 2 章では、大学生を対象として、記憶検索型学習法と精緻化型学習法のテスト課題成績の比
較を行う実験を行い、前者は後者よりも最終テスト課題の逐語問題において正答率が高く、応用
問題でも同等の正答率であることを明らかにしている。 
第 3 章では、複数の先行研究と前章の研究を対象としてメタ分析を行い、比較対象となった精
緻化型学習法の種類によって応用問題での成績に違いが表れる場合とそうでない場合があること
や、逐語問題では一貫して記憶検索型学習法の有効性が認められることを明らかにしている。 
第 4 章では、小学生を対象として、記憶検索活動時に手がかりを与える場合とそうでない場合
を設定し、それらと精緻化型学習法との比較を行っている。その結果、小学生の場合、手がかり
を与えて記憶検索をさせるような学習法が有効であることを明らかにしている。また、普段の学
習方略が学習法実行時のパフォーマンスと関連しうることを示唆する結果も得ている。これらは、
学校教育への重要な示唆を含む、極めて興味深い結果であり、非常に高く評価できる。 
第 5 章では、記憶検索学習法における検索活動後のテキスト再読時の認知過程に着目し、読み
手の読み時間や眼球運動データから、再読時の情報処理量の低下が抑制されていることを明らか
にしている。 
第 6 章では、読み時間や眼球運動データに加えて瞬目量や瞳孔の変化データも計測し、テキス
ト初読後の記憶検索によって再生できた箇所とできなかった箇所に対する、再読時の情報処理量
の違いを明らかにしている。これは、読み手が再読時に自身の読みを積極的にコントロールし、
覚えていなかった箇所に対して集中的な処理を行っていることを示した興味深い結果であり、極
めて高く評価できる。 
第 7 章は総合考察であり、本研究で得られた結果に基づいて、記憶検索型学習法によって学習
者の内部で生じている認知過程について独自のモデルを提案するとともに、教育への示唆を述べ
ている。 
以上、要するに本論文は、テキスト学習において Retrieval Practiceを組み込んだ記憶検索型
学習法が、従来の精緻化型学習法と比べてどのような点で有効性が認められるのか、また、なぜ
そのような効果が生ずるのかについて再読時の読みの変化に焦点を当てて、その詳細を明らかに
するとともに、当該学習法における認知過程のモデル構築を試みたものであり、情報科学ならび
に教育認知科学の発展に寄与するところが少なくない。 
よって本論文は博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
